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５５月月定定例例会会

門�槇夫市長

平
成
十
五
年
一
月
に
設

立
し
た
合
併
協
議
会
も
一

度
協
議
中
断
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
は
あ
り
ま
し
た
が
、

協
議
会
再
設
置
後
の
協
議

が
整
い
平
成
十
八
年
三
月

一
日
に
香
美
市
と
し
て
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
市
長
選
挙
に

お
き
、
無
投
票
と
い
う
有

難
い
結
果
を
頂
き
市
長
に

就
任
い
た
す
こ
と
と
成
り

ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学

非
才
の
身
で
あ
り
、
そ
の

任
に
有
ら
ず
と
の
思
い
は

承
知
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
日
ま
で
合
併
協
議
に
深

く
関
わ
っ
て
き
た
者
の
一

人
と
し
て
、
そ
の
責
任
を

果
た
す
べ
く
懸
命
の
努
力

を
重
ね
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
の
で
ご
指
導
は
も
と
よ

り
ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
私
は
市
長
選
に

望
む
に
当
た
り
市
民
の
皆

様
へ
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂

く
た
め
、
市
内
各
地
を
訪

問
し
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
と
お
会
い
し
、
お
話

を
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て

新
市
に
対
す
る
期
待
と
同

時
に
不
安
を
持
た
れ
て
い

る
方
が
多
く
居
る
こ
と
を

こ
の
身
で
感
じ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
初
登
庁

の
日
、
職
員
に
対
し
て

｢

市
民
の
合
併
へ
の
不
安

を
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
る

た
め
に
も
、
仕
事
に
対
し

て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

親
切
で
丁
寧
な
対
応
を
心

が
け
る
よ
う｣

命
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。
市
役
所
で
の

対
応
だ
け
で
住
民
の
合
併

へ
の
不
安
が
解
消
さ
れ
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
職
員
の
資
質
の
向

上
は
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
行
政
と
し
て
最
も
大
切

な
事
で
あ
り
、
特
に
重
要

視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
自
信
今
回
の

市
長
選
で
の
無
投
票
と
い

う
結
果
を
考
え
た
場
合
、

表
に
出
て
こ
な
か
っ
た

｢

声
な
き
声｣

を
大
切
に

す
る
政
治
を
心
が
け
な
け

れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。本庁舎

十
八
年
度
事
業
は
、
繰

り
越
し
事
業
も
含
め
未
発

注
の
工
事
が
多
い
が
、
工

期
内
完
成
に
向
け
、
支
所

と
の
連
携
を
密
に
取
り
組

む
。道

路
で
は
、
市
道
・
大

宮
小
学
校
線
な
ど
繰
り
越

し
事
業
が
七
件
。
十
八
年

度
は
市
道
・
後
入
線
を
始

め
、
単
独
事
業
も
含
め
十

件
。
災
害
復
旧
事
業
で
は
、

市
道
・
西
熊
別
府
線
な
ど

繰
り
越
し
事
業
と
、
十
八

年
度
事
業
を
合
せ
て
二
十

三
件
あ
り
、
発
注
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

秦
山
公
園
・
こ
ど
も
の

広
場
は
春
休
み
に
入
っ
て

利
用
者
が
多
く
、
好
天
の

平
日
は
千
人
、
休
日
は
二

千
人
を
超
す
入
場
者
が
あ

り
、
相
変
わ
ら
ず
盛
況
で

あ
る
。
け
が
も
何
人
か
で

て
い
る
が
、
大
事
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

住
宅
関
係
で
は
、
黒
土

二
号
団
地
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
と

下
野
尻
団
地
が
完
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
入
居
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
黒
土
二
号
団

地
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
の
建
築
着

手
を
予
定
し
、
平
成
十
八
・

十
九
年
度
の
事
業
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四

階
建
て
二
十
四
戸
を
整
備

す
る
。
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平
成
十
七
年
度
の
旧
土

佐
山
田
町
内
の
公
共
下
水

道
事
業
等
で
は
、
北
組
西

及
び
北
本
町
一
丁
目
の
区

域
、
約
七.

六
ha
の
面
整

備
を
行
い
、
十
八
年
四
月

一
日
現
在
で
、
市
街
地
に

お
け
る
処
理
区
域
面
積
が
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５月

高知テクノパーク (土佐山田町 間)

平
成
十
七
年
度
ご
み
分

別
収
集
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
旧
三
町
村
集
計
の
結

果
、
可
燃
ご
み
六
三
八
〇

ト
ン
、
資
源
と
し
て
収
集

し
た
も
の
、
金
属
類
二
一

一
ト
ン
・
び
ん
類
二
八
二

ト
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
六

六
ト
ン
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
三
二
七
ト
ン･

衣
類
九
四
ト
ン･

ダ
ン
ボ
ー

ル
二
〇
三
ト
ン
・
新
聞
紙
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一
九
四.

六
ha

(

整
備
率

八
六.

五
％)

と
な
り
、

処
理
区
域
人
口
九
千
八
十

六
人(
普
及
率
約
四
二
％)

と
な
っ
た
。

十
八
年
度
事
業
に
つ
い

て
は
、
汚
水
管
渠
整
備
は

北
組
西
地
区
の
一
部
及
び

楠
目
地
区
の
一
部
五
ha
を

予
定
し
て
お
り
、
雨
水
管

渠
整
備
は
楠
目
地
区
あ
け

ぼ
の
街
道
へ
管
路
施
工
を

予
定
し
て
お
り
、
と
も
に

工
事
の
発
注
は
六
月
を
予

定
し
、
完
成
は
十
九
年
一

月
を
見
込
ん
で
い
る
。

次
に
、
旧
香
北
町
で
の

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
、
十
七

年
度
は
、
韮
生
野
、
美
良

布
地
区
の
約
七.

三
ha
の

面
整
備
を
行
い
、
四
月
一

日
現
在
で
処
理
区
域
面
積

が
九
二.

二
ha

(

整
備
率

九
三
％)

と
な
り
、
処
理

区
域
人
口
二
千
五
百
九
十

人

(

普
及
率
約
九
二.

五

％)

と
な
っ
た
。

十
八
年
度
は
、
橋
川
野

地
区
の
二.

六
ha
の
面
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。
工

事
発
注
は
六
月
、
完
成
は

十
九
年
一
月
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

で
は
、
平
成
十
七
年
度
、

旧
土
佐
山
田
町
で
三
十
九

基
、
旧
香
北
町
で
九
基
、

旧
物
部
村
で
四
基
の
合
計

五
十
二
基
へ
の
補
助
を
行
っ

た
。
十
八
年
度
は
、
合
計

五
十
九
基
を
予
定
し
て
い

る
。

四
三
七
ト
ン
、
雑
誌
三
八

八
ト
ン
・
牛
乳
パ
ッ
ク
一

ト
ン
・
蛍
光
管
六
ト
ン
・

乾
電
池
七
ト
ン
で
合
計
二

〇
二
二
ト
ン
。
そ
の
他
の

不
燃
物
二
九
二
ト
ン
。
粗

大
ご
み
が
四
五
三
ト
ン

(

内
二
〇
四
ト
ン
焼
却)

で
総
収
集
量
が
八
九
四
三

ト
ン
と
な
っ
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と

可
燃
ご
み
で
三
二
〇
ト
ン
、

粗
大
ご
み
で
五
八
ト
ン
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
資
源
と
し
て
収
集
さ
れ

た
も
の
で
百
二
〇
ト
ン
、

そ
の
他
の
不
燃
物
で
九
ト

ン
の
増
加
と
な
る
。
全
体

で
二
四
九
ト
ン
の
減
少
と

な
っ
た
。

建
設
関
係
で
、
高
知
県

建
設
技
術
公
社
か
ら
職
員

一
名
を
派
遣
し
て
頂
き
、

市
道
の
災
害
復
旧
工
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
物
部

支
所
管
内
で
の
災
害
発
生

件
数
は
、
十
五
件
で
十
二

件
が
入
札
待
ち
と
な
っ
て

お
り
、
残
り
三
件
は
現
地

調
査
、
設
計
段
階
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
内
市
道
・

川
口
津
々
呂
線
の
災
害
は
、

路
面
決
壊
の
た
め
川
口
集

落
四
世
帯
、
七
名
が
孤
立

し
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

地
元
か
ら
、
乗
用
モ
ノ
レ
ー

ル
設
置
の
要
望
が
あ
り
、

早
急
に
実
施
す
る
方
向
で

あ
る
。

農
業
関
係
で
は
、
平
成

十
七
年
度
こ
う
ち
農
業
確

立
支
援
事
業
に
よ
っ
て
農

道
・
南
池
線
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
特
産
物
で
あ
る
柚

子
の
付
加
価
値
を
高
め
る

た
め
柚
子
カ
ラ
ー
リ
ン
グ

施
設
三
基
の
整
備
を
図
っ

た
。
平
成
十
八
年
度
も
当

該
事
業
に
よ
り
農
道
・
堀

田
宮
の
前
線
の
開
設
、
柚

子
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
施
設
三

基
の
導
入
を
図
る
計
画
で

あ
る
。
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高
知
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
二

号
区
画
に
第
一
号
と
し
て

進
出
し
た
㈱
山
崎
技
研
の

土
佐
山
田
工
場
の
第
一
期

工
事
が
完
了
し
、
五
月
二

日
に
安
全
操
業
祈
願
祭
が

行
わ
れ
た
。
工
作
機
械
の

組
み
立
て
や
床
材
用
装
飾

ボ
ー
ド｢

オ
ー
パ
ラ
イ
ト｣

の
製
造
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
年
二
月
に
㈱

ミ
ロ
ク
か
ら
三
号
区
画
の

分
譲
申
込
を
い
た
だ
き
、

十
九
年
秋
に
精
密
部
品
製

造
の
操
業
開
始
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

か
ね
て
よ
り
検
討
課
題

で
あ
っ
た
鍛
造
団
地
は
、

鍛
造
工
場
の
移
転
希
望
者

が
二
名
あ
り
、
鍛
造
者
、

地
権
者
、
周
辺
地
区
と
の

合
意
が
得
ら
れ
、
龍
河
洞

北
駐
車
場
に
移
転
し
操
業

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現

在
、
高
知
県
立
自
然
公
園

へ
の
建
築
許
可
申
請
を
行

っ
て
お
り
、
許
可
が
下
り

次
第
、
作
業
所
の
建
築
に

か
か
り
秋
に
は
操
業
開
始

の
見
込
み
で
あ
る
。
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